
内視鏡的逆行性胆道ドレナージ(ERBD）チューブ入替の治療を受けられる患者様へ 内視鏡的逆行性胆道ドレナージ(ERBD)入替パス【02010-00】

日付 ／ ／ ／

入院日数 3日目 4～5日目 6～7日目

イベント 治療前 治療後 治療翌日 治療後2～3日目 治療後4～退院日

目標

毎日看護師

と評価しま

す

・全身状態に問題がない

・バイタルサインが安定している

・腹痛、心窩部痛などの疼痛がない

・発熱などの感染徴候がない

・検査ﾃﾞｰﾀに問題がない

・全身状態に問題がない

・腹痛、心窩部痛などの疼

痛がない

・発熱などの感染徴候がな

い

・日常生活の注意点が理解できる

・腹痛、心窩部痛などの疼痛がない

【7日目】

・食事摂取ができる

・腹部症状がない

内服

注射

・朝の分の内服は朝6時に少量の水

で内服して下さい。

・ただし、血糖降下剤を飲んでい

る方は内服しないで下さい

・11時前後より点滴開始します

・点滴を続けて実施しま

す

・点滴があります

・採血があります

・午前中に腹部のﾚﾝﾄｹﾞﾝ検査がありま

す

治療

処置

・病衣または検査着に着替えます ・治療後ベッドで病室に

戻ります

食事

飲水

・一日食事はでません

水分（水・スポーツドリンク・お

茶）は検査直前まで飲めます

・治療1時間後から水分

と内服が可能になりま

す。看護師に確認して下

さい

清潔

排泄

安静

活動

・ﾄｲﾚ、洗面時のみ歩行

ができます。治療後初め

て歩くときはﾅｰｽｺｰﾙでお

知らせ下さい。看護師が

付き添います

説明

指導

・治療に行く時は貴金属や入れ歯

を外して下さい

・治療後にお腹の痛み、

吐き気などがありました

らすぐに看護師にお知ら

せ下さい

・診察券、次回外来予約票を退院時に

看護師よりお受け取り下さい

・精算ができましたら、担当の者がお

渡しします

・退院後の生活についてパンフレット

を用いて説明します

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります 市立札幌病院　消化器内科・6階東病棟　2021年2月、2023年9月、2024年3月改訂　　 

・21:00以降絶食です。

・心電図、採血、胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ検査があります

・抗凝固剤や血糖降下剤、ｲﾝｽﾘﾝなどを使用している方は

お知らせ下さい。抗凝固剤を飲み続けていると治療ができ

ません

・内服している薬の内容を確認しますので、看護師にお渡

し下さい

・心臓病、高血圧、緑内障、前立腺肥大がある方はお知ら

せ下さい

・治療について理解できる

・合併症について理解できる

患者氏名：　　　　　　　　　　　　様　　　　入院病棟：　　　　　病棟　　　　　　　主治医：　　　　　　　　　　　受け持ち看護師：　　　　　　　　　　　　　　No1/1

・バイタルサインが安定している

・全身状態に問題がない

・腹痛、心窩部痛などの疼痛がない

・発熱などの感染徴候がない

／

2日目

・医師の指示で採血を行う場合があります

／　　

1日目

入院日

・食事をしてお腹の痛みや吐き気があるときはすぐに看護師にお

知らせ下さい

【6日目】

退院後の生活についてパンフレットを用いて説明します

・検査結果により昼食から食事が再開となります。治療食ですので病院食以外は食べないで下さい

・食事が再開したらｼｬﾜｰに入れます

・制限はありません

・ふらつきやめまいがあるときは看護師にお知らせ下さい

　車いすや付き添いでお手伝いします

検査

・毎日体温、脈拍、血圧測定をします

・同意書を提出して下さい。

・入院診療計画書をお渡しします

・診断書が必要な場合は早めに1階の文書ｾﾝﾀｰへ申

し出て下さい

・制限はありません

・シャワーは入れます


